
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
  

 
 
 

 
 

大人が褒めること 
校長 本庄 有希子 

 

今年度も３月を残すのみとなりました。学年の締めくくりとして、大事な時期です。子どもた

ちが１年間を振り返った時、自らよく頑張った、良く成長できた、と思えるようにしてあげるこ

とが、私たち大人の大切な役目だと思います。言葉を換えれば、子どもが自分を肯定的に見るこ

とができるようにしてあげることが私たちの務めです。自己肯定感が高い子は勉強、運動、芸術

などに意欲を持ち、失敗を恐れず、最後までやり遂げようとします。このような子どもを育てる

のは特別なことではなく、大人が褒めること、けなさないこと、そして一緒に遊ぶことです。 

 

アメリカの学校での話です。 

学校で理科の授業中、実験に使っていたマウスが逃げ、どこに隠れたのか分からなくなりまし

た。女性の教師はみんなに捜させましたが見つからない。そこで全員を席に着かせ、自信たっぷ

りにこう言いました。 

「これだけ捜して発見できないのなら、あとはモリス君にお願いしましょう。」 

途端に、ちょっと待って、何であいつが、という声があちらこちらから起こりました。教室は

ざわめき、一人が「モリスには無理です。」と手を挙げて言いました。実はモリス君は目が不自

由なのです。 

教師は答えました。「なるほど、確かに不自由です。だからモリス君には無理だとみんなは思

うかもしれません。でも先生は知っています。モリス君は目は不自由でも、神様から素晴らしい

能力をもらっています。聴力です。それを生かせば必ずマウスを見つけてくれると先生は信じて

います。モリス君、お願いできますか。」 

モリスは期待に応えて捜し出しました。そして日記にこう書き残したのです。「あの日、あの

とき、僕は生まれ変わった。先生は僕の耳を神様がくれた耳と言って褒めてくれた。僕はそれま

で目が不自由なことを心の中で重荷に感じていた。でも先生が褒めてくれたことで僕には大きな

自信がついた。 

 

このマウス事件から十数年後、神の耳を生かして音楽の道に進んだスティービー・モリスは、

シンガーソングライターとして鮮烈なデビューを果たします。そのモリスくんこそスティービー

・ワンダーです。私は Isn’t  She  Lovely という曲が好きです。聞いたら誰でも分かると思

います。 

子どもは自分に自信が持てた時、大きく変わることができます。何に価値を見出すか、角度を

変えれば見えてくるものが変わります。 

 

子どもたちが、この１年間、よく頑張った、良く成長できた、と自ら思え

るようにしてあげることが、大人の役割です。地域、家庭、学校、全体で目

の前の子ども一人一人の「いいところ」をたくさんみつけ、認め、褒めてい

ければと思っています。 
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令和７年２月２８日 

忍路中央小学校 

忍路中学校 

学校だより１１号 



小学校 スキー学習 

１月３１日（金）と２月７日（金）の２回、小学

校のスキー学習が、朝里川温泉スキー場で行われま

した。１回目は重たい雪で大変でしたが、２回目は

前日の降雪のおかげで、スキー場は最高のコンディ

ションでした。去年よりも今年、１回目よりも２回

目と全員、みるみる上達し、楽しそうに滑っていま

した。 

小中 生活リズムチェックについて 
 本校では小学校、中学校ともに長期休業明けに保

護者と連携し、子どもたちの生活習慣改善を目的と

して生活リズムチェックを実施しています。 

 結果を見ると①家庭学習の時間 ②読書の時間に

課題があることがわかります。 

【小学校 学習時間】 【中学校 学習時間】 

 

 

 

 

 

 

 

紫色は学習していない子どもの割合、目標は学年

×10＋10分です。すすんで学習したいと思えるよ

う、達成できたことをたっぷり褒め、自信をつけさ

せていくことが大切なようです。 

【小学校 読書時間】 【中学校 読書時間】 

 

 

 

 

 

 

 

紫色は読書していない子どもの割合で、「全く読

まなかった」が１学期と比べて増えてしまいました。

この結果を受け、学校では三学期、何冊本を読めた

かを数え「多読賞」という表彰をする予定でいます。

この機会にぜひ、ご家庭での読書時間を増やせるよ

う、声かけをお願いします。 

いじめ防止基本方針 改訂 
 忍路小中学校では、学校・家庭・地域が連携し、

子どもたちが安心して過ごせる学校を目指し、いじ

め防止基本方針を策定しています。小樽市のいじめ

防止基本方針を受け、次のように改訂しています。 

・他機関との連携（いじめが犯罪として認められる

場合） 

・子どもへの SOSの出し方を理解させる指導 

・いじめ対応の窓口の明確化（小中の生活指導担当

者） 

今後とも、子どもの安心・安全な学校生活に向けて

ご協力をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

中学校 第３回定期テスト終わる 
 ２月２１日（金）、中学校１，２年生の第３回定

期テストが終わりました（中学３年生は進路の関係

でいち早く終了しています）。中学校では今回のテ

ストの結果や３学期の学習の様子を評価するととも

に、１学期、２学期の成績を総合的に考慮して学年

末の成績を決定します。この学年末の成績が『学習

点』や『ランク』と呼ばれるものです。 

 すでにテストが返却され、一喜一憂していること

と思いますが、大切なことは「自分の将来選択」と

結びつけた学習とその継続です。忍路小中では学習

の継続に向けて、家庭学習の習慣化に取り組んでい

きます。 

中学校 ＡＥＤ講習 
 中学校２年生の保健体育の授業では、心肺蘇生の

授業を行いました。救急車を呼ぶ人、ＡＥＤを取り

に行く人、心臓マッサージをする人と役割分担をし

て訓練を行いました。体育教師から、万が一の場面

に遭遇した時、心肺蘇生をするのとしないのでは、

生存率が大きく違うので、自信をもって心肺蘇生な

どの対応を行うように、という話がありました。 
 

小中 第７８回卒業式 
 第７８回卒業式を次の日程で挙行します。学校関

係者の皆様には、お忙しいとは思いますが、ご臨席

のほど宜しくお願いします。 

 

小学校 令和７年３月１９日（水） １０：００ 

中学校 令和７年３月１４日（金） １０：００ 


